
場所：中之条町内５エリア（市街地、伊参、四万温泉、沢渡暮坂、

六合）、 カ所 参加アーティスト125組

期間：2023年９月９日 土 ～ 月９日 月 の 日間

パスポート料金：1500円、高校生以下は観覧無料

問い合わせ先：中之条ビエンナーレ事務局（☎0279・75・3320）、

平日９：00～17：00

市街地エリア ⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

伊参エリア ⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

四万温泉エリア ⊥⊥⊥⊥⊥⊥

六合エリア ⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

町役場からすぐの旧廣
ひろ

盛
ざかり

酒造は

明治時代の創業。ほの暗い中に入る

と鮮やかな絵が出迎える。大野光一

さんの作品「遠くで星が燃える」は

人の顔を描いた油彩画だ。独特なタ

ッチで表現されたその容貌は曖昧

で、「以前会ったけど顔が思い出せ

ない人」の感覚に似ている。

２階へ進むと顔を描いた木材がぎ

っしりと並ぶ。セキ・イコネンさん

の作品「旅の神様を追って」は道祖

神をモチーフにしたもので、地域住

民も制作に参加した。町産の木材を

使っているといい、地域のつながり

を感じられる温かい作品だ。

北へ車を走らせ伊参エリアに入る

と、県重要文化財の神保家住宅（通

称・やませ）がある。江戸時代に材

木商として栄えた旧家は、母屋や書

院、蔵など複数の建造物から構成さ

れ、今もなおその風格を漂わせる。

母屋１階の一室では、陶器でできた

謎の生き物がごちそうを囲んでい

る。その正体は浅野暢晴さんの作品

「異形の食卓」だ。トリックスター

と呼ばれるその生き物は、お盆のた

め親族一同で集まったそう。空いた

席に座れば、身内になった気分で記

念写真が撮影できる。

２階には西島雄志さんの作品「環

」が静かにたたずんでいる。

渦巻き状にした数センチの銅線で神

獣のシカを表した立体は、光を反射

しきらきらと輝く。その神々しさが、

まるで別世界に足を踏み入れたかの

ような錯覚を引き起こさせる。

四万川沿いには、情緒あふれる四

万温泉エリアが広がる。旧第三小は

1935年に建てられた昭和レトロを感

じさせる木造校舎だ。２階図書室に

実行委員長を務める人見将さんのポ

ートレート「 」

が展示されている。知的障害者団体

を支援している人見さんは、当事者

とその親を写した。だが、シャッタ

ーを押したのは彼ら自身。親子がお

互いに向けるまなざしを切り取っ

た。「彼らはいつか親を亡くしてし

まう。今の幸せなときを写したかっ

た。こういう生涯があることを知り、

応援してあげてほしい」と目を細め

る。

最奥 六合エリアに国の重要伝統

的建造物群保存地区 重伝建 赤岩

集落がある 修験道の祈りの場とし

て使われていた鏡学院護摩堂の中

は タニヤ・Ｐ・ジョンソンさんの作

品 神社の転生 の世界が広がってい

る ジョンソンさんがこれまで収集

してきたものと自作の絵画で構成さ

れた部屋 その中から何を感じ取る

か 想像を張り巡らせるのも面白い

日が暮れると火の見やぐらに巻き

付けられた電飾がよく映える。遠藤

研二さんの作品「焔
ほのお

」だ。透明な

パイプの中を水流のように電飾コー

ドが流れ、里山を背に緑や青、ピン

クの光が浮かぶ。虫の声を聴きなが

ら光の揺らめきを楽しもう。

重厚な建物を巡り、先人が暮らし

た跡に触れ、土地の歴史を肌で感じ

る。そこに溶け込む作品が心を満た

す。見えない土地を辿る旅へ出かけ

ませんか。

大野光一：遠くで星が燃える大野光一：遠くで星が燃える
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花々が咲き誇る美しい自然と上

質な温泉に恵まれた中之条町 町

内を会場に隔年で開かれる芸術祭

中之条ビエンナーレ は今回で９

回目を迎える 滞在制作するアー

ティストと地元住民が交流するなど 芸術の街 はすっ

かり地域に定着した アフターコロナとなる今回は 前回

の制限を取り払った通常開催となる きょう 熱気を取り

戻した町にアートがあふれる 日間の幕が開ける
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（５） (令和５年)（５） (令和５年)


